
そ
の
ま
ち
の
風
土
を
肌
で
感
じ
た
い

事
○
月
○
日
、
気
の
合
う
仲
間
二
人
で
、
ぶ
ら
り
と
国
内

旅
行
。
型
に
は
ま
っ
た
パ
ッ
ク
旅
行
に
飽
き
を
感
じ
て

い
た
の
で
、
今
回
は
旅
先
を
よ
り
深
く
感
じ
ら
れ
る
よ

う
、
ガ
イ
ド
さ
ん
と
一
緒
に
「
ま
ち
な
か
」
を
巡
る
ツ

ア
ー
に
参
加
し
て
み
た
。
や
は
り
地
元
の
こ
と
は
地
元

の
人
に
聞
く
の
が
一
番
。
そ
の
ま
ち
な
ら
で
は
の
歴
史

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
新
鮮
な
感
動
を
覚
え
た
。

ツ
ア
ー
後
に
は
ガ
イ
ド
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た
オ
ス

ス
メ
の
洋
食
屋
に
行
き
、
地
元
の
人
し
か
知
ら
な
い
裏

メ
ニ
ュ
ー
を
堪
能
。
満
足
、
い
や
大
満
足
…
。

旅
行
者
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
今
、
こ
う
し
た

旅
行
の
楽
し
み
方
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ま
ち
の
風
土
が
感
じ
ら
れ
る
場
所
で
、
そ
の
ま

02

昭和25年ごろの松浦町付近。繁華街は朝鮮戦争の特需で沸き返り、現三ケ町商店街の裏通りには何十軒もの外国人バーが軒を連ねていた。

ま
ち
な
か
観
光

特
集

佐
世
保
の
歴
史
や
文
化
を
観
光
素
材
に

地
元
の
ガ
イ
ド
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
そ

の
ま
ち
を
巡
る
「
ま
ち
な
か
観
光
」。
そ
の
ま
ち
を
深
く

知
る
こ
と
が
で
き
、
旅
行
者
に
も
好
評
な
た
め
、
全
国

各
地
で
商
品
化
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
佐
世
保
に
は

港
ま
ち
と
し
て
歩
ん
で
き
た
歴
史
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

外
国
人
バ
ー
や
ジ
ャ
ズ
バ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が

生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
こ
う
し
た
歴
史
や
文
化

を
生
か
し
、
こ
の
秋
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る「
佐
世
保
の

ま
ち
な
か
観
光
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ち
に
暮
ら
す
人
か
ら
、
そ
の
ま
ち
の
と
っ
て
お
き
の
話

を
聞
く
。
こ
う
し
た
旅
行
は
「
ま
ち
な
か
観
光
」
と
呼
ば

れ
、
旅
行
者
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
た
新
し
い
観
光
ス
タ
イ

ル
と
し
て
、
全
国
各
地
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
商
品
化

す
る
に
は
地
域
の
詳
し
い
情
報
が
必
要
で
、
各
地
域
で

は
官
民
一
体
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ア
ー
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

佐
世
保
の
ま
ち
な
か
ツ
ア
ー

佐
世
保
に
は
、
旧
日
本
海
軍
や
米
海
軍
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
歴
史
か
ら
生
ま
れ
た
外

国
人
バ
ー
や
ジ
ャ
ズ
バ
ー
、
佐
世
保
バ
ー
ガ
ー
な
ど
、
旅

行
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
素
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
た
本
市
は
、
宿
泊
施
設
が
集
中
す
る
市
中
心
部
を

「
九
十
九
島
」「
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
」
に
次
ぐ
第
三
の
観
光

拠
点
に
す
る
こ
と
を
課
題
に
し
て
お
り
、
新
た
な
観
光

客
層
を
開
拓
し
、
市
全
体
と
し
て
の
誘
客
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
も
、
ま
ち
な
か
観
光
の
商
品
化
は
大
き
な
意

味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
そ
の
企
画
・
商
品
化
に
取
り

組
ん
で
き
た
佐
世
保
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
で
は
、

平
成

年
5
月
、
本
市
初
と
な
る
ま
ち
な
か
観
光
ツ

20

ア
ー
「
海
軍
さ
ん
の
港
ま
ち
ツ
ア
ー
」
の
販
売
を
開
始
。

続
い
て
本
年
4
月
に
は「
S
A
S
E
B
O
港
ま
ち
歩
き
ツ

ア
ー
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
の
秋
に
は
「
S
A
S
E
B
O

港
ま
ち
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
」
が
加
わ
り
ま
す
。

佐
世
保
の
魅
力
が
再
認
識
で
き
る
こ
れ
ら
の
ツ
ア
ー
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
十
分
に
楽
し
め
ま
す
の
で
、
一
度
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

佐世保のまちなかにある外国人バーの店内。壁一面のドル紙幣が独特の雰囲気を醸し出している。

PU
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●各ツアーの申し込みなど 除佐世保観光コンベンション協会 緯23-3369 http://www.sasebo99.com/
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本
市
初
の
ま
ち
な
か
観
光
ツ
ア
ー
で
、

普
段
は
入
れ
な
い
米
海
軍
佐
世
保
基
地

内
の
散
策
や
海
上
自
衛
隊
の
艦
艇
見
学

な
ど
が
で
き
、
県
外
か
ら
の
観
光
客
な
ど

に
大
好
評
で
す
。

英
語
表
記
の
カ
ラ
フ
ル
な
看
板
や
標

識
、
明
る
く
交
わ
さ
れ
る
英
語
で
の
あ
い

さ
つ
な
ど
、
米
海
軍
基
地
で
は
、
入
場

ゲ
ー
ト
内
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、

す
ぐ
に
ア
メ
リ
カ
の
雰
囲
気
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ツ
ア
ー
の
メ
イ
ン
ガ
イ
ド
を
務

め
る
の
は
、
基
地
内
で
働
き
、
本
市
在
住

年
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
イ
ー
キ
ン
ス
さ
ん
。

20こ
の
ほ
ど
「
佐
世
保
軍
港
史
」
を
執
筆
さ

れ
る
な
ど
、
佐
世
保
の
歴
史
に
詳
し
く
、

佐
世
保
の
軍
港
に
ま
つ
わ
る
話
を
ア
メ

リ
カ
人
の
視
点
で
語
り
ま
す
。
イ
ー
キ

ン
ス
さ
ん
は
英
語
で
ガ
イ
ド
す
る
た
め
、

ツ
ア
ー
に
は
通
訳
ガ
イ
ド
が
同
行
し
、
日

本
語
で
の
解
説
も
行
い
ま
す
。

現
在
も
シ
ョ
ッ
プ
等
に
活
用
さ
れ
て

い
る
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
な
ど
、
基
地
内
の
旧

日
本
海
軍
の
遺
構
を
ひ
と
し
き
り
散
策

し
た
後
は
、
お
待
ち
か
ね
の
昼
食
。
基
地

内
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
「
ブ
ラ
ン
チ
バ
イ
キ

ン
グ
」
で
は
、
や
わ
ら
か
い
ロ
ー
ス
ト

海
軍
さ
ん
の

港
ま
ち
ツ
ア
ー

海軍さんの港まちツアー（所要時間約6時間）：●実施日／毎月第4日曜日 ●料金／8,500円（昼食付） ●定員／20人 ●コース／佐世保駅→
弓張岳展望台→米海軍佐世保基地→海上自衛隊艦艇見学→海上自衛隊総監部→セイルタワー→佐世保駅 ●申し込み期間／6カ月前から先着順に
受け付け（実施日の10日前に締め切り） ●申し込み方法／電話で佐世保観光コンベンション協会（緯23-3369）へ

■1米海軍基地内で参加者に説明するイーキンスさん（右）と通訳ガイドの廣田智孝さん（左）。ガイド業務はすべてボランティアで行っています
■2赤レンガ倉庫群を散策する参加者■3近代化遺産としても貴重な赤レンガ倉庫■4海上自衛隊員の案内で艦艇を間近で見学する参加者

■1

■2

■4 ■3

ビ
ー
フ
に
大
き
な
チ
キ
ン
、
サ
ラ
ダ
や
ス

イ
ー
ツ
な
ど
が
並
び
、
日
本
と
は
一
味
違

う
味
が
堪
能
で
き
ま
す
。
休
憩
時
に
は

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
ピ
ザ
店
な
ど
が
並
ぶ

フ
ー
ド
コ
ー
ト
に
立
ち
寄
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
雰
囲
気
を
十
分
に
満
喫

し
た
後
は
、
立
神
岸
壁
ま
で
バ
ス
で
移
動

し
、
海
上
自
衛
隊
の
艦
艇
見
学
で
す
。
こ

こ
で
の
ガ
イ
ド
は
現
役
の
海
上
自
衛
隊

員
や
O
B
の
皆
さ
ん
で
、
実
体
験
に
基
づ

く
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
際
に
艦
艇
に
乗
船
し
、
迫
力
あ
る
装

備
を
間
近
で
見
な
が
ら
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の

体
験
談
を
聞
い
て
い
る
と
、
国
防
の
た
め
、

最
前
線
で
頑
張
っ
て
い
る
海
上
自
衛
隊

員
の
皆
さ
ん
の
苦
労
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
映
画
と
は

違
う
リ
ア
ル
な
体
験
の
中
か
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る

ツ
ア
ー
で
す
。

フードコートで食べることができる
サンドイッチとスープ

05
SASEBO港まち歩きツアー（所要時間約2時間）：●実施日／金・土・日・月曜、祝日 ●料金／1,000円 ●定員／2人以上（最大10人まで）
●コース例／MR佐世保中央駅→四ヶ町商店街→島地山→佐世保独楽本舗→平瀬橋→ニミッツパーク→佐世保橋→旧海軍佐世保鎮守府凱旋記念
館→島瀬公園 ●申し込み／実施日の3日前までに電話で佐世保観光情報センター（緯22-6630）へ

繁
華
街
の
小
さ
な
路
地
裏
、
い
つ
も
何

気
な
く
歩
い
て
い
る
散
歩
道
…
。
普
段

見
慣
れ
て
い
る
ま
ち
な
か
の
風
景
で
す

が
、
そ
こ
に
は
歴
史
を
感
じ
る
象
徴
的
な

も
の
や
、
佐
世
保
な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
た
く
さ
ん
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
ス
ポ
ッ
ト
を
ガ
イ
ド
に
解

説
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
ま
ち
な
か
で
の

小
さ
な
発
見
を
楽
し
む
こ
の
ツ
ア
ー
。

路
地
裏
や
通
り
な
ど
、
ま
ち
な
か
の
気
に

な
る
ス
ポ
ッ
ト
は
、「
さ
せ
ぼ
港
ま
ち
づ

く
り
ス
タ
ジ
オ
」
の
学
生
た
ち
が
見
つ
け
、

そ
れ
を
「
さ
せ
ぼ
ガ
イ
ド
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
S
・
G
・
N
）」
の
皆
さ
ん
が
コ
ー

ス
に
仕
上
げ
る
と
い
う
、
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
企
画
で
実
現
し
ま
し
た
。

今
回
、
ガ
イ
ド
を
務
め
た
の
は
、
市
内

在
住
の
清
水
芳
子
さ
ん
。
S
・
G
・
N
に

所
属
し
、
こ
と
し
の
4
月
に
ガ
イ
ド
デ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
柔
ら
か
い
語
り
口

調
が
印
象
的
で
、
佐
世
保
の
ま
ち
な
か
を

歴
史
や
文
化
の
視
点
で
切
り
取
り
、
当
時

の
写
真
を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。

こ
の
ツ
ア
ー
に
は
、
今
回
紹
介
す
る
A

コ
ー
ス
の
ほ
か
、
万
津
町
周
辺
な
ど
港
を

中
心
に
巡
る
B
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

港
ま
ち

歩
き
ツ
ア
ー

INTERVIEW

サプライズを入れて楽しいツアーに!
ガイドになろうと思ったのは、エコツーリズム人
材育成講座を受講したのがきっかけでした。港
まちさせぼには、いろんなストーリーがたくさん
あります。そこにちょっとしたサプライズを入
れて、お客さまに「楽しかった～」と言っていた
だけるようなガイドをしていきたいと思います。

清水芳子さん（ツアーガイド）

■1佐世保橋が見える場所に立ち止まり、その歴史などを解説する清水さん■2コンクリート造りの佐世保橋、下士官兵集会所、白亜の凱旋記念館がセット
になった風景は当時の佐世保のシンボル的な情景（大正末期、平瀬町）■3島地山と佐世保の歴史にまつわる話を聞く参加者（島地山登り口）

■1

■2

■3

させぼガイドネットワーク（S・G・N）
佐世保のエコツアーガイドの人たちを結
ぶネットワークで、昨年11月に発足（事
務局は佐世保観光コンベンション協会）。
市内のエコツアー事業者や個人ガイドな
ど54人で組織し、ツアーコースを考えた
り、情報交換などを行っています。

させぼガイドの手のひらブログ
http://ecostay.jugem.jp/

させぼ港まちづくりスタジオ
九州大、長崎国際大の学生たちが佐世保
のまちづくりの研究活動を行うまちなか
のサテライト研究室。「あるもの探し」か
ら、港の風景、赤レンガ、外国人バーな
ど佐世保らしいものをまちづくりに生か
そうと平成18年度から活動を続けてい
ます。佐世保の「まちなか観光」は彼ら
の活動がきっかけとなりました。
http://www.sasebo-minato.jp/
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SASEBO港まちナイトツアー（所要時間約1時間）：●実施日／毎週金・土曜と、祝日の前夜 ●料金／1,000円（飲食代は別料金） ●定員／2～10人
●コース例／四ヶ町商店街→シューズセンター通り→玉屋デパート前→ブルースカイ～湊町周辺（各店の特徴や料金システム等を紹介）→外国人バー
入店 ●申し込み／実施日の3日前までに電話で佐世保観光情報センター（緯22-6630）へ

「
一
度
は
行
っ
て
み
た
い
け
ど
、

ち
ょ
っ
と
入
り
に
く
い
外
国
人
バ
ー
。

地
元
の
慣
れ
た
人
が
案
内
し
て
く
れ
る

な
ら
行
っ
て
み
た
い
な
ー
」。
そ
ん
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
の
が
こ
の
ツ
ア
ー
。

気
軽
に
佐
世
保
の
夜
が
楽
し
め
ま
す
。

午
後
7
時

分
。
繁
華
街
の
ネ
オ
ン

30

が
灯
り
出
す
こ
ろ
に
こ
の
ツ
ア
ー
は
始

ま
り
ま
す
。
こ
の
日
の
ガ
イ
ド
は
清
水

保
穂
さ
ん
。
元
気
な
清
水
さ
ん
に
老
舗

や
す

ほ

の
ジ
ャ
ズ
バ
ー
や
お
薦
め
の
お
店
な
ど

を
案
内
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
湊
町
辺
り

ま
で
歩
い
て
い
き
ま
す
。

「
外
国
人
バ
ー
は
最
盛
期
ほ
ど
で
は
な
い

も
の
の
、
今
で
も
数
十
軒
が
営
業
し
て
い
て
、

店
の
外
観
や
店
内
の
様
子
な
ど
は
以
前
と

変
わ
ら
な
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
」。
こ
う

し
た
清
水
さ
ん
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
い
よ

い
よ
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
店
内
へ
。
薄
暗

く
、
い
か
に
も
ア
メ
リ
カ
ら
し
い
雰
囲
気

が
漂
う
店
内
に
は
、
陽
気
な
笑
い
声
と
英

語
で
の
会
話
が
飛
び
交
っ
て
お
り
、
自
然

と
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
ツ
ア
ー
で
は
、
最
初
の
オ
ー
ダ
ー

ま
で
を
ガ
イ
ド
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

慣
れ
な
い
外
国
人
バ
ー
で
も
気
兼
ね
な

く
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

月
か

10

ら
始
ま
る
こ
の
ツ
ア
ー
。
皆
さ
ん
も
一

度
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■1ツアーで立ち寄る外国人バーの店内。支払いは注文ごとにお金を払うキャッシュ・オン・デリバリー方式で、ハンバーガーなどの持ち込みもできる
■2白熱球の柔らかい光に浮かび上がるディスプレイ■3外国人客に話し掛ける参加者■4「パラダイスストリート」と呼ばれた三ヶ町裏通り（昭和40年ごろ）

■1

■2

■4 ■3

若いころから旅好きで、旅先の人と触れ合ったことが今
でも記憶に残っています。ツアーガイドになったのは、
妻（港まち歩きツアーガイドの芳子さん）と同様に、エコ
ツーリズム人材育成講座を受講したのがきっかけ。講座
には夫婦それぞれで申し込んだため、お互いの受講を会
場で初めて知りました（笑）。佐世保には独特の魅力がた
くさんあるので、観光客の皆さんに、ゆっくりと滞在し
たいと思ってもらえるようなツアーにしたいと思います。

清水保穂さん（ツアーガイド、写真中央）

ジャズが似合う街SASEBO
戦後間もないころ、200人以上のJAZZMANが、民間
のホール、キャバレー、米軍関係のクラブなどで活躍
していた佐世保。街のいたるところでジャズの音色
が鳴り響いていました。（写真は老舗のジャズバー）
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ゆっくり滞在したいと思ってもらえるツアーにINTERVIEWPU
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世界各国のトップガーデナーが長崎・ハウステンボスに集まり、
世界最高の座を競うガーデニングのワールドカップ。長崎県出身
の世界的に著名なガーデナー石原和幸氏プロデュースによる大会
で、テーマは「緑と花による平和と再生への祈り」。世界で最も権
威があるといわれる、英国「チェルシー・フラワーショー」で
2010年度最高位のゴールドメダルを獲得したアンディ・スター
ジョン（英）など、トップガーデナーたちが母国の名誉と威信を懸
け、最高峰のガーデニング技術を競い合う花と緑の祭典です。

●時10月9日賞～17日裳

※10月18日訟～31日裳は庭園公開のみ

●場パレスハウステンボス周辺特設会場
●料10月9日賞～11日訟蕉一般2,800円、12日証～17日裳

一般2,000円、18日訟～31日裳一般1,000円（パレスハ
ウステンボス単独前売り料金 ※当日は各200円増し）

●問ガーデニングワールドカップ実行委員会事務局
緯27-0369（平日9時～17時）
http://www.gardeningworldcup.jp/

ことしで12回目を迎える「サンヴァンサン祭」は、購入したター
トヴァン（参加証）の種類に応じてワインが試飲できる人気の
イベント。ことしはアルコールを飲めない人でもおいしい
ジュースが試飲できる「こどもタートヴァン」が新登場。ワ
イン通には貴重な1杯が付いた「プレミアムタートヴァン」が
お薦めです。

●時10月9日賞～24日裳13時～20時
●場アレキサンダー広場特設会場
【タートヴァン料金】
レギュラー1,000円（100種類のワインの試飲）
ゴールド2,000円（100種類のワイン＋高級ワイン10種類の試飲）
プレミアム5,000円（100種類のワイン＋高級ワイン10種類＋

ヴィンテージワイングラス1杯の試飲）
こども500円（ジュース数種類の試飲。大人もどうぞ）
※タートヴァンによる試飲は当日のみ有効。上記料金以外に、
ハウステンボスの入場料が別途必要です。

ミニミニフード＆スイーツ

ワインにピッタリのおつまみやスイーツ
をミニサイズにしたものです。

●時 10月1日象～24日裳●料1品300円、
アペチケット（4枚綴り）1,000円

●問ハウステンボス総合案内センター 緯27-0001

●1

世界のトップガーデナーがハウステンボスで競う、国内初、花と緑の祭典

ガーデニングワールドカップ2010ナガサキフラワーショー

100種類のワインを試飲できるチャンス!ワインフェスティバル サンヴァンサン祭

HUISTENBOSCHINFORMATION

●1ことしのチェルシー・フラワー
ショーでゴールドメダルを受賞したア
ンディ・スタージョン氏の庭●2メイン
会場となるパレスハウステンボス●3
日本代表として出場する石原和幸氏の
庭（2008年）

●2

●3

賛ハウステンボス/J-13223


